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まだキリスト教の信仰が根ざして日も浅い

初代の教会には、ともすれば、その根底を揺

るがしかねないような信仰上の問題が、次か

ら次へと起こっていったようです。ユダの手

紙もそうした状況の中で、「聖徒にひとたび

伝えられた信仰のために戦うよう、あなたが

たに勧める手紙を書く必要が生じた」(３節)

として記されたものでした。

それはどのような必要からだったのでしょ

うか。今日的な適応を考慮に入れますと、少

なくとも次の３点があげられましょう。

一つは、「伝えられた信仰」が変質してし

まうかもしれない危険性が生じて来ていたか

らです。純粋なものであればあるほど、変質

しやすい性質があるものと言われます。4節

を見ますと「神の恵みを放縦に変えて」いく

危険があったことが指摘されています。誤っ

た恩寵主義が、せっかくの「神の恵み」を放

縦な生活の許容に変質させてしまうとした

ら、これは大変なことになります。しかもこ

れらは「ひそかに忍び込んで」くるものだけ

に厄介です。ですからよくよく見張りながら、

断固として防ぐべく戦っていかねばなりませ

ん。

二つ目のことは、６節に「自分の領域を守

らず、自分のおるべきところを捨てた」とあ

りますように、自分たちの信仰の立場をあい

まいにし、妥協してしまう危険があるので、

それと戦っていく必要があるということで

す。

何かにつけて、あいまいな表現が多くなっ

ているのが最近の傾向であり、また境界のは

っきりしないボーダーレスの時代とも言われ

ます。信仰の世界にもそのような傾向が見ら

れるとしたら、それはやはり危険です。「あ

なたの先祖が立てた昔からの地境を移しては

ならない」(箴言22:28)とありますように、
信仰の地境をきちっと守り、旗幟鮮明にして

いく戦いは、今も、いや今こそ必要とされて

いるのではないでしょうか。

もう一つのこと、この信仰は長い歴史を通

じて伝えられ、そして今日、私たちに手渡さ

れて来たのですから（３節）、私たちも次の

人々、あるいは次の時代に正しく伝達してい

く責任があるので、そのための戦いも必要で

あると考えられます。

伝言ゲームというのがあります。１チーム

10人ぐらいいるとして、最初に聞いた人から

次々順番に伝えていくのですが、最後には似

ても似つかないものになっているので大笑い

してしまうというもの。聞いたことを正確に

伝えるというのはそう簡単でないことが分か

ります。私たちにとっての生命線ともいうべ

き聖化の信仰が、ここまでゆがめられずに受

け継がれて来たのは奇跡的なばかりの特別な

恵みであったことを思いますと、次へのバト

ンタッチの責任は重大です。リレーでもバト

ンを手渡す時が一番難しいとされています。

聖化交友会が立てられていますのも、これ

らの戦いのためなのではないでしょうか。こ

の度、このような応しくない者が、東海聖会

でのご用のためにお招きいただきましたが、

ともに恵みを頒ち合いつつ、共にその戦いに

備えさせていただければと願っております。



新会長あいさつ インマヌエル四日市教会

西 田 价 宏

遠州支部及び顧問

114,000 145,640
182,652 20,000
124,202 15,000
84,000 78,000 会費の1/3+献金の1/10
10,100 20,000

15 35,000
22,000
40,000
30,551
47,515
36,799
35,311

514,969 525,816
382,221 371,374
897,190 897,190




